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資料

1980年代イギリスにおける富学校の廃校とその要因

内久絵

本側:究は1980年代以降、多くの特別学校が廃校となったイギリスに焦点をあて、

宮学校が廃校となるまで、の経緋とその安問について明らかにした。菌学校は、減少の

J金をたどる在籍児認徒数に1':1旬、市引きが逼迫していたことに加え、 1981 教育法の

iIIlJ定を背j去に、それまで非公iJj維持学校の宮学校に依存していた地方教育当局が、独

自の教育・支媛体flilJ構築に方針転換したことが大きな安Itlとなった。こうした状況ド

の宮学校では、健全な教育環境の維持・尖jえという観点から、宵f学校のあり }jについ

ての議論の末、 I~I ら廃校の決断を下した。富学校)ij{i校には、外的安 Itl として吉児童生

徒数の減少と 1981年教育法が大きく影響したが、宮学校の内1'1<].i}Q1孟!として自己統flilJ

iねな力カ"fl:JFlしていた。

キー・ワード:イギリス 視覚賄容 インテグレーション 菌学校

しはじめに

1 .研究の意義と目的

イギリス 1) は2015~I:: JJL tE、視覚障害児童生

徒の約 6t[fiJが通常学校に在籍し、彼らの学びを

支えるのは151の地方当局 (LocalA uthority) 

各々に設置された支段センターに所属する視覚

門資格を有する;~Iilli 旨 j導教員 (Qualified

Teacher 01' Visually Impaired) である (Royal

National Institute 01' Blind People ち 2013) 。視覚I~iff

害児従のための特別学校は、国内に10校

1支出令されているが、ウースター南学校 (New

College Worcester) 1校をのぞき、すべてが視党

障害と他の障害をf)1:せ持つ重複/)1主主児を対象と

した学校であり、通常学校に在籍する児童生徒

への教育的支援を実施しているのはそので

ある (RoyalNational Jnstitllte of Blind People、

2012)。これは、日本の:1犬j兄、すなわち、

4W: 7JIj支援学校が今もなお631交存在し、地域の

筑波大学人!日j系

視覚障害救育の拠点としての機能を担っている

現;伏とは大きく呉なる。

実際、イギリスでは1970年代まで、視覚障

害児童生徒のほとんどが分離的教育環境下で学

んでおり、宮学校と弱視学校併せて計40校の

視覚障害先輩生徒のための特別学校が存在した

COepartment of Edllcation and Science， 1974)。ま

た、 M.ウォーノック (M，W訂 110ck)を委員長と

する諮問委員会が1978年に発行した報告書(通

称、ウォーノック報告)では、今後はより多く

の障害とニーズを有する児窓生徒が通常学校で、

学ぶであろうとしながらも、菌学校を含む特別

学校が引き続き、障害児教育の専門性の拠点と

して重姿な役却を担うべきことを提言していた

(Oepartment 01' Education and Science [1978J 

121)。つまりイギリスでは多くの菌学校が、教

育的・社会的意義が公式に認められていたにも

関わらず、姿を消したのである。これは、 iド1

教育:守審i司言詐r存?予話;ι;議義会 (位20ω12幻)が 1)共~l生一1:，ミ J全担社iそす吐j土j上:会の j形i診三ゐ)成瓦に i向句け

たインクル一シフブぷ教育育-システム構築のための特

z別i日j支援教育育宇のJ抗ii花ι:三日i三;1進i進並 (報F封出i技i作字告f)υJにおいて4特三j寺;?り:リ引伊j日引加~l珂i日j 支;援乏
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学校を、インクルーシブ教育を構築していく i二

で重要となる学びの場と I~:J1確に位置づけつつ

も、児童生徒数の減少と都道府県の財政難に

よって他の特別支援さ芋校と統廃合されるケース

も少なくない日本の状況と重なる部分がある

(松111[2012J 59-61)。

イギリス国内では、 2010年頃からJYL行の特

別な教育(i<]ニーズ (SpecialEducational Needs) 

制度やインクルーシブ教育の問題点を指摘する

論文の発行が相次ぎ、その中で1980年代から

見られた特別学校の廃校に対する反省がある

(!-louse of Commons [2006J 23-25 ; Warnock， 

2005)。現在では、特別学校の更なる廃校を避

けるための政策が提言されるなど、インクルー

シブ教育下で特別学校が果たす役割が再認識さ

れている (Oepartmentfor Education， 2011)。吉

学校の教育的・社会的意義が認められつつもそ

の多くが廃校となったイギリスに焦点を当て、

背景安閑を切らかにすることは今後の日本の視

覚特別支援学校の存続のみならず、インクルー

シブ教育の在り方そのものを考える仁で、も重要

な知見を与えると考える。

そこで、本研究は 1980年代以降、多くの特

別学校が廃校となったイギリスに焦点をあて、

宮学校が廃校となるまでの託綜とその要因につ

いて切らかにすることを白 IJ<]とした。

なお、イギリスの特別学校の実態やその存在

意義に焦点をあてた研究は多数存在する

(NOl・wich，2008;Simmons & Baylissラ 2007)。しか

し、 1980年代に何ゆえに多くの特別学校が廃

校となったのか、その安12;1を究明した論文は見

当たらなし 1。一方、この特別における宮学校に

ついて触れた研究は、 Royden(1991)とFletcher

(1984)による学校史がある。しかし、両者が

ついて明らかにするため、本研究では非公費維

持学校であるロイヤル・ビクトリア商学校

(Royal Victoria School)に焦点をあてる。ロイヤ

ル・ビクトリア盲学校は、イギリス ~lと古ISのニュー

カッスル・アポン・タイン (Newcastleupon 

Tyne以下、ニューカッスル)地方教育当局

(Local Educational Authority 以下、 LEA) にもì~ 置

する、 5-12践を対象とした初等学校であり、

1837年に慈善団体によって創設されたが、イ

ンテグレーションの影響を受け1985年に約 150

il::のJi主史に幕を閉じた。イギリスには、政!奇の

認可を受けた特別学校とじて、 LEAが述nJする
公費維持学校 (maintainedschool)と慈善団体等

の組織が学校を設置し、 LEAの助言のもと学校

運営をおこなう非公費維持学校の 2種類が存在

する (Oepartmentof Education and Science [1978J 

122)。詳しくは本論で述べることとするが、イ

ギリスの吉学校は、そのほとんどが非公安維持

学校という特fl支を持ち、この点において|別交は

イギリスの代表的な古学校であるといえる。

廃校!}QI去jをi切らかにするにあたっては、学校

の存続を直接左右したと忠われる児童生徒数や

述営母体の特性、吉学校1!!1Jのインテグレーショ

ンや視覚障害教育そのものに対する考え・姿勢

の内的要因のほか、 I~I や LEA のインテグレー

ション政策等の外的安i却を多層的に分析する。

本研究は:文耐え研究である。対象I!寺WJは、 1970

年代初頭から特別学校の廃校がみられはじめる

1980 年代初頭までとする。視覚|涼等教育の全

I~I J'I守実態や I~Iのインテグレーション政策につい

ては、教育省が発行する資料を使J1Jする。 菌学

校の詳細については、ロイヤル・ビクトリア宮

学校の年次・決算報告書(1972，1977-1984)、

4交正m事会の議事3議(1972-1984)及び、関係者に
対象とした盲学校はいずれも、現在もなお、存 よる を使用する。 !8Cf校にいたるまでの議論

在する学校であるほか、インテグレーション政

策が商学校教育に J:j.えた影響や、それにW.し1学

校内で発生したであろう議論については触れら

れていない。

2.方法

宮学校が!8ii1交に主るまでの経緯とその姿1:61に

60 

については、年次報告書などの公的文書では記

載されていないことが多いため、 J'I!.事会報告や

その{也の内部資料カ=不可欠となる。多くの菌学

校が廃校となっている今、地方の公文書館にお

いてこのような内部資料のす保管されているケー

スは少なく、!司自学校は支m:な事例である。
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II .視覚障害児童生徒の学びの場と盲学校の特

徴

1 .細分化された学びの場

1970年代イギリスには、点字を使用する吉

?とと重度弱視児を対象とした宵学校(11校)、

弱視児のみを対象とした弱視学校 (291交)の計

40校と、 11;(/ 加傾向にあった視覚 l~ltt 害と他の i埠

答を fjf:せ持つ重後障害児を対象とした学校

(school 1'or l11ultiple handicapped) (8校)が存在

した。また 8校のjill'1古学校においては弱視学級

(unit for partially sighted)があったほか、一部iの

地域においては通常学校で学ぶilj的支の弱視児を

主たる対象とした巡回指導サービスが展開され

ていたものの、その恩恵をうけた視覚障害児童

生徒は多くなかった (Lewis[1980J 7;宮内

[2016J 84-85)。

多くの学校は古児と弱視児の教育の場を分け

ていた l二、初等学校と i十i等学校とにキ111分化され

ていたことも当時の特徴として挙げられる。そ

れまで5-16tiえまでの 111m広い年i始)認を対象とし

たオールエイジ・スクール (allage school)で

あったすべての官学校を、第二次!立界大戦後の

教育改革に伴い、年齢、能力、適性に応じた教

育を提供するため全国規模で学校再編を実施し

たことにj包IEIする (Miyauchi，2011)。ロイヤル・

ピクトリア官学校も戦後の改革によって初等学

校へと変革し、 11#主になると児童は同校から

200キロメートル南凶にある1=1:1等学校、ヘン

ショー岳学オ交 (HenshawsSchool 1'or the Visually 

Handicapped)へと進学するのが通例であった

(ARSAラ 1979;1980) 。菌学校は、全III(I~ にみて

も数が少ない上、点在していたため、すべてが

寄宿制であった。

2.非公費維持学校の特徴

官学校の運営問:休についても触れておきた

い。 11校ある定学j交のうち、 4校は18世紀に、

その他のほとんどは19世紀末に慈善組織をは

じめとする民間肉体によって創設された歴史あ

る学校であった。政府の認可を受けた特別j学校

としては公費維持学校と非公費維持学校の 2種

先肋f存在し (Oepartment01、Educationand Science 

[1978J 122)、盲学校の場合、 11校 1:1::18校が後

者に該当した。なお、非公費維持学校は、イギ

リス医i内においては、それほど数は多くなく、

在籍する障害児章生徒数も全障害児童生徒数の

6%に過ぎない (Oepartmentof Education and 

Science [1978J 128) 0 しかし、富児の実に 8~1fIJが、

また聴覚障害児の約 4制が非公費維持学校に在

籍しており、慈善事業として発足した富教育と

務教育の特徴といえよう。ちなみに、弱視学校

は、そのほとんととが第二次世界大戦後、 LEAに

よって設置されており、 29校 1:1:125校が公費維

持r学4交となっている (Oepartmentof Education 

and Science [1974J 1-7)。

非公安維持学校の運営にはLEA関係者のみ

ならず慈善組織等の民間団体や民間企業等、複

数の個人や団体が関与する。学校の基本方針は

学校盟事会 (schoolgoverning body)によって決

定され、ロイヤル・ピクトリア吉学校を一例と

して挙げると、学校組事会は学校長や教職員代

表者のほか、保護者代表、怒善組織代表、なら

びに地域の企業代表者によって構成されてい

る。 LEA関係者は必要に応じて助言をする立場

にはあったが、理事会のメンバーには入ってい

ない。学校の運営費の主たる資金源は、児童生

徒の数に応じて複数のLEAが負担する教育費

をはじめ、民間j団体や個人による寄付金、投資

による収入であった。吉学校はこうした資金源

のもと自律的に学校運営をおこなっていたO

3. 1944年教育法に基づくしEAと盲学校の

関係

当時、すべてのLEAは、 1944王子教育法に基

づき、障害児を含めたすべての子どもに対し、

適切な初等・1=1:1等教育を保障することが義務付

けられていた。ここでいう臨害児とはあくまで

も当時「教育可能 (educable)Jとされた一部の

障害種に限られたが、彼らには適切な教育を特

別学校や特別学級等で施すこととなっていた O

LEAは、少数であった富児や重度の弱視児につ

いては独自の特別学校・学殺を有していないこ

とが多く、よって、そのほとんどが速一方の非公

費維持学校の古学校に依存していた。ニュー
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カッスル LEAにあったロイヤル・ピクトリア

盲学4交にも、例年、ニューカッスル LEAのみ

ならず、最北東部に位置するノーサンバーラン

ド (Northumberland)や北東部のクリーブラン

ド(Cleveland)を含む計10以上の LEAから視覚

障害児主が入f学していた。ちなみに、視覚I~京害

児人当たりに対し、 LEAがロイヤル・ピク

トリア古学校に対し負tftしていた金額は、 25宿

児であれは、年1M]5，418ポンド、Jill学児輩であ

れば年1M]3，675ポンドで、あった (ARSAち 1980)。

ill. 盲学校が抱える課題と廃校の要因

1 .減少の一途をたどる視覚樟害児童生徒数

と学校経営への打撃

I~~I 内では 1948年から 1955 ~f; にかけて未熟児

網膜症による視覚障害児章生徒の数が怠山;:;Iし、

1952年には 1940年代初頭の視覚障害児童生徒数

ドの赤字を抱え、組事会にて、赤字額をせめて

半額にするための手段として、翌年の入学者を

3 人材í~保する必要性が話し合われていた (RVS

[1980J 1; RVS， 1983d) 0 I可校ではこの頃から、

予定していた一部の改修工事を延期jするなど支

出については慎重になっていく。

2. LEAのインテグレーションへの参践と盲

学級設置案

1978年ウォーノック報告の勧の一部を1Ii1J度

化した法律として知られる 1981年教育法は、そ

れまでの「教育不能」という概念と子カテゴ

リーを撤廃し、「特別な教育的ニーズ (special

educational needs) J概念を採択する。また、すべ

ての子どもに適切な初等・ 1:1:1等教育を保障する

ことが義務付けられていた LEAに対しては、そ

の子どもが特別な教育i'1~ニーズを有する場合で

あっても、保護者の;意見と一致し、その他特定

の 2結と、最も高い数値を記録した (Oepartment の条件をiih¥Jたす場合には通常学校において教育

of Education and Sciences [1972J 14)。しかし、

1950 年代半ば以降その数は頭打ちとなり、 1957

年 l月のH寺点で119人であった学i焔に達する 5

1夜児の数は 1961~I::: 1月には60人までに減少し

ていた (Ministryof Education [1962J 22-23)。在

籍児童数の減少はロイヤル・ビクトリア吉学校

においても例外ではなく、 1960{Ic:には47人で

あったり己主数は、減少の 4 途とたどり、 1979年

には42人となっていた。この事態にさらなる追

い討ちをかけたのが、後述する 1978~1三ウオー

ノック報告とその一部を制度化した 1981年教育

法であった。 1984年には31人となり、学校JIH司王

会は 1987年には 12人程度にまで減少するであ

ろうと予測していた (RVS[1983aJ 1)。

ロイヤル・ピクトリア百字:校は校舎の老朽イヒ

と教室増設の必要性にflい、断続的に増設改修
を繰り返していた。 1970年代初IJ から 10

年以上にわたり ~l( やした工事費は 50 万ポンド

であり (RVS，1984h)、非公費維持学校ではあっ

たが、寄付金だけでなく LEAからの資金にも

大いに依存していた。それゆえ在籍数の減少は、

富学校にとっては大きな打準であり、ロイヤル・

ビクトリア宮学校は 1980 年の 11寺}~~で l 万ポン

が保障されるべきとした。つまり、条件付では

あるものの、 LEAに対しインテグレーションへ

の積極的参両を求めた法律であった。結果、イン

ナーロンドン教育当局 (lnnerLondon Edllcation 

Allthority)のように、通常学校における支援体

lIilJの充実によって特別学校の数を柏小すること

を、インテグレーション ifLì住のための兵{本 I~I

に掲げるところもあったし (Anonymolls[1987J 

74-75)、インテグレーションの権利を主張する

お1やそれを支援する自助組織の影響を受け、税

が希望すれば紙条件で通常学校への入学を認め

るLEAもI担えていた (ColborneBrown & Tobin 

[1983J 170)。

ニューカッスル LEAでも 1981王子教育法を受

けて新たな地j或教育f¥J-TIIITを作成し、 1983年 5月

に教育省に提UJしている (StalTordラ 1983)0 J世j或

教育計画にはロイヤル・ピクトリア吉学校を引

きi泣き、主主日:な教育のj劫として位世づけながら

も、それとは別に、百;i己の新たな教育のj坊とし

て古学級 (blindunit) を設置する案が25り込ま

れていた。ニューカッスル LEAにはすでに 1つ

の中学校に弱視学級はあったが、宮学級の設世

は1'1Jめての試みであった (RVS[1983cJ 4)。
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何故に同LEAは、菌学級の設世を考案したの

だろうか。その意図は定かではないが、一つは

政府:のインテグレーションへの積極的参両に応

じるためであろう。また、{呆護者によるインテ

グレーション要求が高まる1=1:1、その圧力もあっ

たものと忠われる。いま一つは、コスト而での

メリットである。すでに述べたとおりしEAは吉

学校に対して高額な教育費を負担すると共に寄

宿児主で、あれば週末に自宅に帰省する際の交通

費もiJi:せて供与していた。一方、新たに設置す

る吉学級のためにニューカッスルLEAが準備し

た資金は年間でf:14，700であった (Anonymous，

1984)0 これは古児童 7~8 人程度を想定したも

のであり、教員 1 人と補助教員 1~2 人の配置し

た場合の給与、そして教材教具の購入費用等を

見積もった金額であった。この金額を 8人で単

純に制ると l人当たり年1M]かかる費用は1，837

ポンドとなる。 LEAが寄11ゴfl;1J吉学校に対し負担

する年間金額5ヲ418ポンドとよヒiH文ーすると 3分の

lにもilMjたないことになり、大111mな経費削減で

あるといえよう。

3. LEAによる巡回指導サービスの設置と普

及

ニューカッスルLEAによる官学級設置案は

いうまでもなく、ロイヤル・ピクトリア宮学校

の存続を脅かすものであった。しかし、例年多

くの視覚障害児童を寄宿生として同校に送り出

していたクリーブランドLEAでも独自の支援

体11;IJを終えることを決定し、自学校の在籍児111

数減少はもはや i上ーめようがなかった (RVSラ

1984h)。

この時期、国内では巡回指導サービスが急速

に普及・拡大していたほか、弱視学級や吉学級

の設置も相次いでいた。 1970 年に国内初~}の巡

j目指導サービスが、イギリス北 Im;'~郊のマンチェ

スター LEAによって設挺されると、国内の支

援サービスのイ英範となり、 1979年までには37

のLEAによって同様のサービスが設泣きれて

いる (Lewis[1980J 16)。ロイヤル・ピクト 1)

ア在学校でも 1979ilミから 1984il::'までに近隣の

LEAより復数の巡回指導サービス関係者が訪問

しており、指導のノウハウについて学ぶ様子が

報告されているほか、同校の教員 3人が退職し、

巡回指導教員となっている (ARSA[1979J 17; 

[1983J 17; [1984.] 17; RVS [1982J 4)。

ロイヤル・ピクトリア盲学校では、 1983:{I:: 6 

月下旬から 7月トイ刀にかけて翌日事会の中に特別

委員会 (specialsubcommittee)を設置し、古学

校の存続をかけて近隣の小学校と一部の授業や

活動を合同でおこなう改造計画を検討している

(RMSSラ 1983)。視覚障害児の指導法と IIR!)e.

のそれとの!日jには絞本iねな柱13主はあったが、 1m

視児や能力の高い省児であれば、吉学校による

全面的なバックアップ体flJlJのもと実施可能で、あ

ると考えられていたし、なによりインテグレー

ションの風潮が高まる中、入学者の増加につな

がると期待が寄せられた。しかし、向計耐は、

上述した LEAによる教育・支援体flJlJの構築に

よって白紙;故ITIlとなる。というのも、インテグ

レーションが比較的容易であると同校が想定し

た弱視児や単一の宮児は、富学級や巡i亘!指導

サービスが普及すれば、通常学校に入学するこ

とは明白であり、 i可校には、より多様で複雑な

教育的ニーズを有する児童が入ってくることが

容易に想像されたのであるほMSS，1983)。

4.健全な教育環境を保持するための条件と

しての児童数の確保

ロイヤル・ピクトリア古学校は、 1984年 1月

に同年 7月をもって)完校とすることを正式に発

表する (RVS[1984aJ 3)。この発表は保護者、

そして近隣のLEA関係者の国惑を招き、 2ヵ月

後には500人の保護者、近隣の LEA関係者によ

る廃校の;船田や延期を求めるi嘆願書が理事長宛

に厄;く。また、ニューカッスルLEAの教育委

員会関係者も直々に同校に出向き、学校の継続

と、また、児童数減少に伴う教育費の負担培に

も応じる旨を 1i~えている (RVS [1984f] 1-2)。

結果的に)~(H交を当初より l 年先の 1985il::' 7月

まで延期することとなるが、それでもなお同校

が廃校の意向を被さなかった背景には、校長で

あったj イェイツ氏(JoanM. Yeats)による「健

全な教育環境 Chealthyschool) Jにi却する信念が
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影響している。イェイツ氏が主張する「健全な

教育環境」に不可欠となるのは、 30人の定員

を満たす学校であり続けることであった。 J

イェイツ氏は30人の定員を下回った場合には

同校の校長を辞任するとさえ決めていた (RVS

[1983c] 4)。ぬという数はもともと教育省に

よって定められた数字であったが、活発な学び

や学習意欲を高める学習集団を保保する上で、最

低限必要となる人数であり、一定の学習集団が

{確保されてこそ、質の高い教員と、 LEAからの

安定した財源が確約されるとしていた (RVS，

1983d; 1983e)。

それゆえ、ニューカッスルLEAによる地域

教育計画が発表されて以降、同校の存続の有無

をめぐり理事会で常に議論になったことは、 30

人の児童数が今後も確保できるかどうかであっ

た。また、理事長がニューカッスルLEAと近

隣の 9つのLEAに出向き、 i可校存続の条件と

して交渉し続けていたのは、 30人の児童数の

硲保であり、それを満たすよう、毎年LEAが

一定数の視覚障害児童を送り出すことへの硲約

であった (RVS[1983b] 1・ 1983d)。交渉の末、

向校の提示条件がかなわないことが明白となっ

た1984:1i:': 1丹、盲学校は廃校という苦渋の決

断を下したのである (RVS[1984a] 3)。

W.おわりに

1970 年代イギリスには11校の盲学校と弱視

学校をfjf:せて40校の視覚障害児童生徒のため

の特別学校が存在した。中でも吉学校は、低発

生頻度障害である富児や重度の弱視児を対象と

していたことからウォーノック報告をはじめと

する公的文章においてもその存在意義は広く認

識されていた。それにも関わらず菌学校が廃校

となった背景には、一つは当時の宮学校の在籍

児童数が減少の a途をたととっており、それに伴

い学校経営が逼迫していたことが挙げられた。

また、それまで遠方の菌学校に育児や重度弱視

児を送り出していた LEAが、 1981年教育法の

iljlJ定や保護者の要望、財源の有効活用等を背景

に独自の教育・支援体制の構築へと方向転換し
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たことも事学校の在籍児童数の減少にさらなる

追い討ちをかけた。一方、吉学校では、健全な

教育環境を維持するための条件として30人の

児童数の時保を掲げ、古学校のあり方について

の理事会をヰI心とした議論の末、 }8~i交の決 11:Jr を

下した。 以上のように富学校廃校には、外的要

因として富児童数の減少と 1981年教育法が大

きく影響したが、官学校の内 (l/~安 12;] として I~I 己

統制的な力が作用していた。

ロイヤル・ピクトリア盲学校は、学校長!体は

1985 il三7月をもって廃校となるが、新たに設

置された盲学級には同校の教員 1名が就任して

いるほか、使用していた教材教具や教材作成m
の機材等は、菌学級やその他必要とする官学校

に寄l憎している (RVSう 1984c; 1984g)。また、

同校の運営を支えてきた慈善基金は、吉学校以

外の場で学ぶ子どもを財政而で支援するための

基金となり、引き続き地域の視覚i埠害児童の教

育を支えていくことを公表しているほVSラ

1984h)。こうした柔II次ともいえる発想の背景に

は、同校が、インテグレーションという時代の

潮流に流されるだけでなく、新たな時代の中で、

視覚障害教育のさらなる発展のための組織の有

り様を真撃に考える姿勢があったものと忠われ

る。今も多くの慈善組織がイギリスの視覚障害

教育に関与するが、こうした柔軟な姿勢が、現

在の視覚障害教育を支えていることは想像に難

くなしミ。

ところで、日本においても特に学齢期の視覚

障害児童生徒は、同じ先進国であるイギリスと

i可犠に数が少なく、低発生頻度障害で、あること

に変わりはなし」地域の通常学校に我が子を就

学させたいと考える親も少なくない今日におい

て、日本の視覚特別支援学校もイギリスとi司じ

道をたどることになることを述想させる。

しかし 1980:11三代のイギリスにおける富学校

と、現在の日本の視覚特別支援学校との!?りには

運営母体や財政基盤の迷いと1Ji:せて、対象とし

ている児童生徒の範囲においても相違がある。

ほとんどが県立である日本の視覚特別支援学校

に在籍する児童生徒数は、現在、 3000人程度



]980 ~I二代イギリスにおける盲学校の出校とその袈凶

であり、その 3~!fIJ 強が重複障害学級在籍者であ

るほか、 41tfljは成人の1=1:1:途失明者が多く含まれ

る高等部専攻科に在籍する。一方、 198011三代

のイギリスの古学校には重度重複障害児はいた

ものの少数であったうえ、第二次世界大戦後、

職業教育は吉学校とは別の場で提供されてい

た。つまり、日本の視覚特別支援学校は教育的・

福祉的安芸:をfjf:せ持っており、このことに鑑み

れば、今後もある一定の児2往生徒数を保持しつ

づけながら独自の展開を見せるものと忠われ

る。

一方でロイヤル・ビクトリア菌学校の}~~~交要

因の一つであった、一定の学習集団のii許可呆のi君

主mは、日本のほとんどの視覚特別支援学校が直

面iする諜題そのものである。本研究によって明

らかとなった涜校要因は、改めて「健全な教育

:環境」とは仰なのか、日本の視覚障害教育のあ

り方に核心をつく疑問を投げかける。

最後に今後の諜題として、維持・継承された

のか否かの検討を合め、ロイヤル・ビクトリア

高学校で情われた専門性のその後の行方を明ら

かにすることを挙げたし」すでに述べたとおり、

新たに設置された宮学級には同4交より、教員 1

名が就任しているほか、使用していた教材教具

等も寄II号されている (RVS，1984c ; 1984g)。ま

たニューカッスル LEA では、同校が}g~校とな

るi年前から、視覚障害教育の拠点となるリ

ソースセンターの設i主情想が浮上し、同校の翌日

事会もその構想過程j~ に関与している (RVS

[1984d] 3; [1984e] 1; 1984h) 0 リソースセンター

が実際に設諒されたのか否かについては不明で

あるが、同校において情われた専IIIJ性をまii:i寺・
継承しようとする試みがあったことは係かであ

る。

註

1 )本稿でイギリスとはイングランドに IH~定して

使!lJする。

2) I主11)すには同年に就学前の子どもとその家族を

支援する巡回指導サービスカりtーミンガムに

ある宙乳幼児施設(サンシャインホーム)内に

;古?置されているが、学齢期の児童生徒を対象

とした支援サービスはマンチェスターによる

試みが国内初といえる。
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The Process and the Reasons Behind the Closure of Special Schools 

for the Blind in 1980s England 

Hisae MIYAUCHI 

This paper exalllined the process and the reasons behind the closure 01' special schools 1'01' the blind 

in England in the 1980s. While schools were alreadyιlcing linancial diniculties due to the decreasing 

nUl1lber of students， the implementation 01 the 1981 Education Iへctencouraged the Local Education 

Authorities to shili towards building their own local pl・ovisionsrather than sencling children with visual 

impairl1lent to a non-l1laintained special school. In this silualion， school for the blind， which hacl a clear 

view on how "healthy schools刊 shoulcllook like， clecicles to close the school. 8ehincl the closure of 

special schools 1'01' the blincl、therewere external 1'actors such as the overall clecrease in the number 01' 

chilclren and the implementation 01、the1981 Eclucation Act， but also， internal factors such as the 

scl1ool's OWI1 belier 
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